
ま
し
た
。

ス

斤

~
立
，

~
四
月
六
日
l

四
五
日

[

キ

一

年

間

に

県

内

で

た

こ

ど

．

春

の

交

通

安

全

動

は

、

来

る

四

月

[

；
も
の
盟
事
故
は
、
矢
日
（
金
）
か
ら
十
五
日
（
日
）
主
で
~

[
＝

-
0人
が
死
亡
-
の
十
日
間
、
愛
媛
県
下
総
ぐ
る
み
で
強
~

』

2

~
一
、
三
四
八
人
が
け
が
玉
グ
に
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
主
し
た
。

を
し
て
茶
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
毎
[
と
v

に
新
入
学
児
童
及
ぴ
幼
児
の
事
~

民
で
あ
り
ま
し
た
故
綾
井
先
~
先
生
の
、
を
し
の
び
、
あ
わ
~：

日
県
下
の
ど
こ
か
で
約
四
人
の
こ
ど
も
五
似
を
防
止
す
る
た
め
、
こ
ぞ
っ
て
こ
の
[

生
の
碑
建
立
が
、
肱
川
町
。
町
婦

i
て
完
成
を
祝
っ
て
、
三
月
二
十
二
日
~：

が
被
害
陀
あ
っ
た
こ
と
忙
な
り
ま
す
。
｝
運
動
に
協
刀
い
た
し
主
し
よ
う
。
~

人
会
尋
町
母
子
福
祉
会
が
中
心
と
な
り
□

現
地
匠
お
い
て
盛
大
に
除
幕
式
が
行
な

i

＇ 

す
す
め
ら
れ
て
き
咤
し
た
が
、
町
内
、
一
わ
れ
ま
し
た
。

9

「

道

路

の

と

び

出

し

」

；

目

的

お
よ
び
各
方
面
の
協
力
を
得
、
県
立

i

~
ム
[
「
車
の
直
門
直
後
の
横
断
」
~
こ
の
連
動
見
安
全
で
住
み
よ
い
焦

3

す
る
た
め
、
歩

~
こ
の
ふ
た
つ
の
原
因
が
こ
ど
も
の
~

自

然

公

園

鹿

の

に

、

こ

ì

[̀了

は

の
筏
ど
立
派

-」-

L~•~.,. 
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先

生

の

頭

碑

成

励
金
は
四
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八
年

別
転
作
奨
励
金
は

十

休
耕
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肱

T

親

¢ 

力

ン
学

事
故
か
ら

う

ヽ

児

物
の
火
災
~
済
に

し
寺
し
よ
う

加
ど

も

交

の
交

”

一

割

減

目

標

”

こ
を
達
成
す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（

安

協

、

所

）

昭和47 
通

故

ら

く
だ
さ
い
。

は
、
役
場
住
民
謀
へ
ぉ
た

五
五
く
だ
さ
い
。

か
ん
」
を
も
[

ヘ
届
て
「
零
歳
[

証
を
も
ら
っ
て
~

電
話

r 

四
月
一
日
か
ら
、
オ
児
の
医
ユ

匠
つ
い
て
、
自
己
年
額
の
全
額
[

を
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
~

助
成
を
う
け
ら
れ
る
「
対
象
者
」
は
り

次
の
と
お
り
で
す
か
ら
、
早
め
に
手
続
峨
病

[

K

o

い。

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

i

対
象
者

4

支
給
方
法

い
国
民
健
康
保
険
又
は
社
会
保
険

の
被
扶
養
者
。

切
肱
川
町
の
住
民
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
者
。

③
「
四
十
七
年
四
月
一
日
以
降
の

出
生
者
で
、
生
ま
れ
て
か
ら
満
一

オ
に
な
る
誕
生
日
の
月
の
終
り
ま

で
の
間
。

と
い
っ
し
ょ
に

の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だに

で

け

、

ヘ

請

す

れ

ば

審

査

自
己
負
担
額
と
同
じ
額
を

主
す
。

た
だ
し
、
一
月
ご
と
に

ま
す
。

七
ニ
―
二 一八

‘-J 

の
用
紙
を
も
ら
い
、

へ
は
送
付
し
て

゜

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら

零
歳
児
医
療
費
が
無
料
匠
た
り
ま
す

う



協

く
だ
さ
い

緑
の
羽
根
に

学

改 校
給

匠

つ

て

ヽ

捨
て
な
い
よ
う
に

し
を
し
ょ
う

ダ
ム
や
、
川
の
周
辺
に
「
ご
み
」
を

捨
て
，
な
い
よ
う
陀
し
吉
し
よ
う
。

み
ん
た
の
目
が
ひ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

．

よ

い

よ

う

で

ら

受

取

っ

て

下

さ

い

。

も

し

旧

保

険

年

の

両

年

に

さ

れ

、

一

日

、

四

十

・

証
紛
失
の
場
合
は
、
紛
失
届
を
出
し

[
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
処
理
能
力
の
化
学
処
~
~
寝
ち
が
い
を
お
こ
し
て
も
、
ふ
つ
う

て
下
さ
い
。
（
用
紙
は
役
場
に
あ
り

~
の
は
、
特
別
の
治
療
を
し
な
く
て
も
、

直
方
式
で
、
管
内
人
口
八
万
宜
千
六
百
-

ま
す
。
）

千
余
人
の
う
ち
、
三
万
七
千
八
百
六
+
~
湯
[
二
、
三
日
の
う
ち
に
た
ん
と
も
な
く
な

―
`
＠
保
険
証
の
交
付
に
つ
い
て

~
っ
て
し
さ
う
も
の
で
す
。

{
余
人
を
対
象
に
能
力
以
上
の
、
一
日
｀
~

学
生
の
場
合
で
、
＠
保
険
証
の
交

」
五
二
魯
四
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
処
理
を
し
~
給
食
セ
ン
ク
ー
'

ー
緑
化
推
進
運
動
月
間
は
じ
ま
る

I
[

付
を
受
け
て
い
る
方
は
｀
＇
四
月
一
日

国
土
保
全
と
環
境
緑
化
を
目
的
と
し
;
て
き
守
し
た
も
~
給
食
材
料
の
値
上
が
り
及
び
、
占

i

愛

媛

県

章

と

・

‘

'

以

降

使

用

出

来

ま

せ

ん

の

で

返

納

し

毎
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
さ
で
~
ぃ
•
し
か
し
、
、
収
集
量
の
増
大
と
将
来
の
二
内
容
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
、
四
月
[

・
て
下
さ
い
。
今
年
三
月
卒
業
さ
れ
る

緑
化
推
進
運
動
ば
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
人
口
増
か
ら
、
い
ま
の
施
設
で
は
｀
住
~
一
日
よ
り
次
の
通
り
改
正
致
し
ま
す
。

i

愛
媛
の
歌
彦
吉
る
~

当
町
で
も
、
町
及
び
森
林
組
合
が
主
民
の
要
望
を
溝
●
す
こ
と
が
で
き
な
い
．
よ
り
よ
り
学
校
給
食
と
す
る
た
め
に
、
•
•
国
民
年
保
険
料
の
方
は
、
三
月
末
ま
で
に
資
格
喪
失
の

体
と
な
り
、
緑
化
推
進
の
一
環
と
し
て
;
た
め
、
大
規
模
た
も
の
を
増
股
す
る
こ
五
保
護
者
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
玄
．
愛
媛
県
に
汝
い
て
は
、
明
治
六
年
ニ
~
届
出
を
し
て
下
さ
い
。
四
月
一
日
以

g

納

め

忘

れ

は

麗

届

出

の

場

合

は

、

四

十

八

年

度

分

；
月
二
十
日
に
大
政
官
布
告
に
よ
っ
て
愛
~

緑
の
羽
根
募
金
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
；
と
に
な
っ
た
も
の
で
ナ
e

ニ
'
。

あ

り

古

せ

ん

か

．

の

保

険

税

が

課

税

さ

れ

ま

す

。

た

お

す
。

i

新
施
股
は
一
番
安
全
度
の
高
い
、
標
~
®
保
育
園
児
媛
県
が
発
足
し
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
百
・

•
四
十
七
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
®
[
引
続
き
在
学
さ
れ
る
方
は
｀
＠
保
険

）

一

食

当

り

六

五

円

、

町

民

の

皆

様

並

び

に

関

係

図

体

機

関

準

活

性

汚

泥

法

に

よ

る

、

酸

化

処

理

方

]

小

学

生

；

ヰ

に

な

り

ま

し

た

の

で

、

こ

れ

を

機

会

[

五

期

限

は

四

月

末

で

す

。

．

証

交

付

申

請

書

を

提

出

し

て

下

さ

い

。

＂
に
県
章
と
愛
媛
の
歌
を
制
定
し
よ
う
と

．
二
、
本
年
朕
進
学
さ
れ
る
方
へ

曹

）

一

食

当

り

七

0
円

~
中
学
生

の
特
別
な
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。
年
苓
品
杉
用
し
咆
し
た
。

い
つ
れ
、
村
常
会
な
ど
で
、
緑
の
羽
？
内
道
内
部
処
理
部
門
は
、
＇
最
も
新
し
い
機
教
戦
員
治
一
般
か
ら
募
集
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ぃ
五
月
以
降
陀
な
る
と
役
場
へ
は
納
め

こ
る
こ
と
が
で
登
ず
、
納
付
書
を
も
っ
て
本
年
度
新
た
忙
高
校
、
大
学
等
へ

・
進
学
さ
れ
る
方
で
、
大
洲
市
。
内
子

根
募
金
に
つ
い
て
趣
旨
徹
底
を
い
た
し

1

械
で
、
固
形
物
、
浮
遊
物
質
を
完
全
回
＂
魯
毎
月
の
納
入
金
該
は
一
人
当
り
．
こ
の
た
び
正
式
に
決
定
し
主
し
た
。

ヽ
可
。
野
村
町
を
除
い
て
は
転
出
届
出

っ
郵
便
局
へ
納
め
な
け
れ
ば
た
ら
た
く
な

ま
す
。
格
別
の
こ
協
力
を
お
ね
が
い
い
・
収
除
去
し
、
放
流
水
陀
よ
る
公
共
水
城
[
小
学
生
鴫
保
育
園
，
_
、
ー

O
O円
県
章
は
ヽ
次
の
図
の
と
お
り
で
ぁ

l
-
、
二

0
0円
]
L
、
え
ひ
め
の
「
え
」
を
意
函
化
し
た
り
、
手
数
が
か
か
る
ば
か
り
で
な
く
が
必
要
で
す
が
、
＠
條
険
証
の
交
付

●
の
水
質
汚
濁
防
止
に
つ
と
め
、
回
収
固
~
中
学
生

た
し
ま
す
。

＼
の
で
、
主
る
み
の
か
さ
な
り
は
、
県
分
一
事
故
の
場
合
障
害
年
金
や
、
母
子
こ
を
受
け
て
下
さ
い
。
な
お
大
洲
市
等

~
一
口
医
学

形
物
処
分
陀
つ
い
て
も
、
高
温
脱
臭
焼
[

良
の
和
と
郷
土
愛
を
、
鋭
角
と
む
す
ぴ
年
＇
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
さ
せ
ん
。
．
の
場
合
で
も
、
下
宿
を
要
す
る
場
合

生

活

環

境

衛

生

の

向

上

に

却

方

法

で

、

汚

物

焼

却

に

よ

る

臭

気

、

[

P

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
令
年
金
]
尺
＠
保
険
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ

・
ま
す
＾

O

＼

｀

は

、

県

の

若

さ

と

飛

躍

発

展

を

象

徴

[

羅
算
老
令
年
金
、
障
害
年
金
、
カ
フ
年
、

辰

煙

な

ど

を

な

く

し

、

あ

き

地

は

、

・

-

芦

玄

に

が

＞

芝
、
植
樹
に
よ
る
公
園
化
を
図
り
将
来
~
]
て
い
さ
す
。

9
締

釜

、

死

亡

一

時

金

が

あ

り

ま

す

が

、

こ

三

、

⑲

保

険

証

の

交

付

に

つ

い

て

し
尿
処
理施

設
を
増
設
[
且
旦
臼
汀

o

痛
口
戸
汀
ぃ
齊
亨
：
貫
怠
:
誓
史
こ
口
打
汀
且

知

如

．

佃

用

で

き

ま

せ

ん

で

返

納

し

て

下

さ

澤
惑
”
巡
鵞
・
・
駿
料
を
納
め
て
い
る
こ
と
が
要
件
で
す
。
＂

ー
住
民
課
ー
~
そ
こ
で
、

5

一
で
、
か
ら
だ
ど
と
動
か
さ
な
け
れ
ば
う
~

~
こ
の
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
；
；

「
大
洲
魚
喜
多
衛
生
事
務
組
合
」
で
こ
あ
た
た
の
家
庭
で
は
、
し
尿
を
衛
生
的
＂
し
ろ
を
向
け
な
い
と
い
っ
た
状
態
に
な
．

愛
媛
の
歌
そ
い
な
い
と
、
老
令
年
金
も
受
け
ら
れ
~
な
お
引
続
巻
必
要
た
場
合
は
⑲
保

は
、
住
民
の
し
尿
を
処
理
す
る
大
規
模
．
に
処
理
し
て
い
さ
す
か
？
o

．
る
の
は
、
た
い
て
い
寝
か
か
い
を
お
こ
[

訟
映
証
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ

五
い
場
合
が
あ
り
さ
す
。

作
詞
岩
本
誰
孝
（
公
募
入
）

な
処
理
場
の
起
工
式
が
一
月
十
六
日
｀
~
し
尿
を
衛
生
的
に
処
理
す
る
地
域
で
：
し
た
の
で
し
よ
う
。

[
會
保
険
料
は
、
滞
納
じ
た
注
ま
二
年
間
；
い
。
出
稼
ぎ
又
は
長
期
旅
行
に
行
か

八
多
喜
町
の
痕
設
地
で
行
な
わ
れ
ま
し
こ
は
r

寄
生
虫
が
筏
と
ん
ど
検
出
さ
れ
な
＂
た
ま
に
、
寝
ち
か
い
を
お
之
す
の
は
、
~
作
曲
中
田
喜
直
ぷ
ザ
Q場
合
、
家
族
が
記
載
さ
れ
て
い

ポ
ニ
ー
ジ
ャ
雌
過
す
る
~
＇
、
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
・

唄

倍

賞

壬

墨

丁

た
。
~
い
と
い
わ
れ
て
森
り
ま
す
。
扇
に
心
配
不
要
で
す
が
、
た
び
た
び
お
~
ク
ス
；
る
保
険
証
を
持
出
す
と
留
守
中
の
家

ど

が

で

き

な

く

た

り

主

す

。

霰

が

受

診

さ

れ

る

場

合

、

再

交

付

等

~
申
し
込
み
に
よ
見
衛
生
車
が
く
み
｀
こ
す
よ
う
た
ら
頸
推
に
な
ん
ら
か
の
異
ハ
ズ
海
が
あ
る
山
が
あ
る

こ
の
処
理
施
設
は
、
八
幡
浜
・
大
洲
．

ほ
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
＠
保
険

｛
常
が
あ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
＂
空
に
ひ
か
り
が
あ
ふ
れ
て
る
~

広
域
市
町
村
圏
事
業
の
一
環
と
し
て
、
声
取
り
に
来
て
く
れ
ま
ナ
。

頸

椎

推

間

板

症

、

頸

肩

腕

症

候

郡

で

[

道

が

あ

る

川

が

あ

る

国

但

[

「

但

[

除

二

証

」

の

証

の

交

付

を

受

け

て

下

さ

い

o

八
多
喜
町
の
現
処
理
場
横
に
、
約
八
千
~
広
範
囲
陀
わ
た
り
、
多
量
の
し
尿
を

り
伊
予
の
こ
と
ば
が
流
え
て
る
~
[
※
ぉ
し
ら
せ
※

ふ
と
さ
と
ふ
る
さ
と
わ
が
愛
媛
[
更
新
陀
つ
ぃ
て
~

、

し

ば

し

ば

首

ナ

じ

の

筋

肉

に

異

常

i

ー
ト
ル
の
敷
地
を
造
成
し
｀
五
貼
画
的
忙
収
集
ナ
る
た
め
早
め
に
役
：
は
、

四
百
平
方
メ

．
ゆ
た
か
た
自
然
が
あ
ふ
れ
て
る
~
l
四
月
一
日
か
ら
ー
~
一
、
妊
婦
健
康
相
談

総
事
業
費
三
億
八
千
九
百
二
十
六
万
六
溢
？
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

1

緊
張
を
達
た
し
や
す
い
の
で
、
整
形
外

i

千
円
を
か
け
、
一
日
百
三
十
八
：

l
J
[
な
お
、
ぐ
み
と

b

料
は
、
十
八
リ
ッ
〗
科
医
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
o
]

あ
つ
い
血
潮
が
流
れ
て
る
]
~
と
き
四
月
二
十
日
午
後
一
時

七
円
で
す
ふ
単
な
る
寝
ち
が
い
は
、
寝
相
が
悪
か
~
二
花
が
あ
る
歌
が
あ
る
~
四
月
一
日
よ
り
固
民
健
康
保
険
被
保
~
i

三
時

ッ
ト
ル
｀
（
現
r

新
施
設
併
用
稼
動
）
：
卜
（
一

~
と
こ
る
肱
川
町
公
民
館

の
処
理
能
力
を
持
ち
、
管
内
人
口
十
万
~
~
っ
り
し
て
、
不
自
然
な
姿
勢
を
長
く
続
~
愛
の
心
が
咲
い
て
い
る
険
者
証
（
保
険
証
）
が
変
わ
り
ま
ナ
°
[
二
‘
乳
幼
児
健
康
相
談

二
千
百
人
（
昭
和
五
十
一
年
度
誰
定
人
~
[
け
る
こ
と
が
原
因
と
思
わ
れ
さ
す
⑮
ま
~
夢
が
ぁ
る
ぁ
す
が
あ
る
薙
希
使
用
ざ
れ
て
ぃ
る
保
険
証
は
、
四
[
と
き
四
月

l
十
五
日
午
後
一

~
明
る
い
希
望
が
育
っ
て
る
．
時

l
-―
一
時

い
と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

月
一
日
以
降
使
用
出
来
主
せ
ん
の
で
、
~

~
ふ
る
さ
と
ふ
る
さ
と
わ
が
愛
媛
．

ロ

）

の

、

処

理

施

設

が

昭

和

四

十

九

年

[

:

く

ら

の

高

さ

を

変

え

て

み

る

の

も

一

っ

、

旧
保
険
証
え
に
新
し
~
該
当
者
、
生
稜
ニ
ヶ
月
よ

；
の
方
法
で
し
よ
う
。
~
か
か
や
く
文
化
が
咲
い
て
い
る

三
月
末
完
成
の
予
定
で
す
。

i

.

＇

誓

険

証

長

か

：

紐

塁

鰤

醗

繹

~
一
般
的
に
は
低
い
ま
く
ら
の
~
わ
か
い
力
が
育
っ
て
る

現
在
の
は
、
昭
和
三
十
七
、
八
~

み
を
川

ヘ



ご
協

緑
の
羽

く
だ

に

い

学
校
給

匠
つ
い

，！ 
J
 

用＾一
保日
険 よ
証り

新
！陀険

が民四
変健月

つ証
一ぃし
日

険か
被ら
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ケニー。
‘とと、滋

-～ >、
ー 姦

廿
な
ど
へ

ー、

し

ら

せ

捨
て
た
い
よ
う
匠

し
を
し
ょ
う

ダ
ム
や
、
川
の
周
辺
に
「
ご
み
」
を

て
だ
い
よ
う
陀
し
主
し
よ
う
。

み
ん
な
の
目
が
ひ
か
っ
て
お
h
舌
す
。

年

の

に

建

設

さ

れ

、

日

、

四

十

『

｀

よ

い

よ

う

で

す

。

っ

て

下

さ

い

。

も

し

旧

保

険

ふ

つ

う

証

紛

失

の

場

合

は

、

紛

失

届

を

出

し

:
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
処
理
能
力
の
化
学
処
~
~
寝
ち
が
い
を
お
こ
し
て

輝
方
式
で
、
管
内
人
口
八
万
百
千
六
百
[

i

の

は

、

特

別

の

治

療

を

し

な

く

て

も

、

て

下

さ

い

。

（

用

紙

は

役

場

匠

あ

り

干
余
人
の
う
ち
、
三
万
七
千
八
百
六
十
~
」
一
、
三
日
の
う
ち
に
な
ん
と
も
な
く
な
ま
す
。
）

一
、
⑰
保
険
証
の
交
付
に
つ
い
て

ぷ
ス
を
対
象
に
能
力
以
上
の
、
一
日
｀

i

[

っ
て
し
主
う
も
の
で
す
。

学
生
の
場
合
で
、
＠
保
険
証
の
交

ー
緑
化
推
進
運
じ
主
る
ー
ニ
丑
了
四
キ
．
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
処
理
を
し
~
七
ン
タ
ー
＂

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
｛
四
月
一
日

国

土

保

全

と

環

境

緑

化

を

目

的

と

し

-

て

き

守

し

た

°

[

給

食

材

料

の

値

上

が

り

及

び

、

副

食

[

．

愛

媛

県

章

と

以

降

使

用

出

来

ま

せ

ん

の

で

返

納

し

て
毎
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
主
で
[
し
か
し
、
加
盆
巴
軍
の
増
大
と
将
来
の
]
内
容
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
、
四
月
・

て
下
さ
い
。
今
年
三
月
卒
業
さ
れ
る

玉
ク
は
、
三
月
末
ま
で
に
資
格
喪
失
の

緑
化
推
進
運
動
ば
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
人
口
増
か
ら
｀
い
全
の
施
設
で
は
、
住
．
一
日
よ
り
次
の
通
り
改
正
致
し
注
す
。
・
愛
媛
の
歌
祖
吉
る

当

町

で

も

、

町

及

び

森

林

組

合

が

主

民

の

要

望

を

満

た

す

こ

と

が

で

き

な

い

よ

り

よ

り

学

校

給

食

と

す

る

た

め

に

、

．

民

年

金

険

料

の

冨
出
を
し
て
下
さ
い
。
四
月
一
日
以

っ

て

悶

納

め

忘

れ

は

降

届

出

の

場

合

は

、

四

十

八

年

度

分

体
と
な
り
、
緑
化
推
進
の
一
環
と
し
て
．
た
め
、
大
規
模
な
も
の
を
増
殷
す
る
こ
保
護
者
各
位
の
と
協
力
を
お
願
い
し
主
愛
媛
県
に
お
い
て
は
｀
明
治

1

ぐ
井
二

f
°
•

月
二
十
日
に
大
政
官
布
告
に
よ

緑
の
羽
根
募
金
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
；
と
に
た
っ
た
も
の
で
ナ
c

あ

り

オ

せ

ん

か

の

保

険

税

が

課

税

さ

れ

注

す

働

な

お

ち
ょ
う
ど
百

i

す
。
~
新
施
投
は
一
番
安
全
度
の
高
い
、
標
／
保
育
園
児
＂
媛
県
が
発
足
し
て
か
ら
、

こ
れ
を
機
会
~
｀
七
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
・
引
続
き
在
学
さ
れ
る
方
は
、
＠
保
険

）
一
食
当
り
六
五
円

町

民

の

皆

様

並

び

に

関

係

図

体

機

関

・

準

活

性

汚

泥

法

に

よ

る

、

酸

化

処

理

方

[

小

学

生

；

ヰ

に

な

り

注

し

た

の

で

ヽ

，

中

学

生

を

制

定

し

よ

う

と

｀

納

期

限

は

四

月

末

で

す

。

証

交

付

申

賭

書

を

提

出

し

て

下

さ

い

。

の

特

別

な

ご

協

力

を

お

ね

が

い

し

ま

す

。

年

式

を

彩

用

し

主

し

た

。

．

紅

県

章

と

愛

媛

の

歌

し
た
が
、
五
月
以
降
陀
な
る
と
役
場
へ
は
納
め
二
、
本
年
度
進
学
さ
れ
る
方
へ

;

)

一

食

当

り

七

0
円

い
つ
れ
、
村
常
会
な
ど
で
、
緑
の
羽
乙
•
3、
内
部
処
理
部
門
は
、
＇
最
も
新
し
い
機
教
職
員
[
―
般
か
ら
募
集
し
て
姦
り
ま

し
た
。
る
こ
と
が
で
登
ず
、
納
付
書
を
も
っ
て
本
年
度
新
た
匠
高
校
、
大
学
等
へ

こ
進
学
さ
れ
る
方
で
、
大
洲
市
。
内
子

根
募
金
に
つ
い
て
趣
旨
徹
底
を
い
た
し
械
で
、
固
形
物
、
浮
遊
物
質
を
完
全
回
贔
毎
月
の
納
入
金
該
は
一
人
当
り
．
こ
の
た
び
正
式
に
決
定
し
注

．

と

芸

り

で

あ

っ

廓

便

局

へ

納

め

な

け

れ

ば

な

ら

だ

く

た

、
正
町
皐
野
村
町
を
除
い
て
は
転
出
届
出

ま
す
。
格
別
の
こ
協
力
を
お
ね
が
い
い
・
収
除
去
し
、
放
流
水
陀
よ
る
公
共
水
城
[
小
学
生
層
保
育
園
＇
-
ヽ
一

o゚
円
[
県
章
は
ヽ
次
の
圏
の

{
が
必
要
て
す
が
、
＠
保
険
証
の
交
付

を
意
図
化
し
た
り
、
手
数
が
か
か
る
ば
か
り
で
な
く

た
し
ま
す
。
．
の
水
質
汚
濁
防
止
に
つ
と
め
、
回
収
固
[
中
学
生
ー
て
二

o
゜
円
~
一L
ヽ
え
ひ
め
の
「
え
」

•
も
の
で
、
ま
る
み
の
か
さ
な
り
は
、
県
万
一
事
故
の
場
合
障
害
年
金
や
、
母
子
＂
を
受
け
て
下
さ
い
。
な
お
大
洲
市
等

B形
物
処
分
陀
つ
い
て
も
、
高
温
脱
臭
焼
~

．一

□医
学

民

の

和

と

郷

土

愛

を

、

鋭

角

と

む

す

ぴ

年

金

を

受

け

る

と

と

が

で

ぎ

主

せ

ん

。

の

場

合

で

も

、

下

宿

を

要

す

る

場

合

生
活
環
境
衛
生
の
向
上
に
‘
却
方
法
で
、
汚
物
焼
却
に
よ
る
臭
気
、
~

＼
．
は
、
県
の
若
さ
と
飛
躍
発
展
を
象
徴
し
、
国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
令
年
金
．
は
、
⑰
保
険
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ

ば

い

煙

な

ど

を

な

く

し

、

あ

き

地

は

、

・

富

に

が

＞

｀

通

算

老

令

年

金

｀

障

害

年

金

、

カ

フ

年

注

す

。

し
尿
処
理
い
汀
旦
汀
[
[
朝
目
が
さ
め
た
ら
、
首
を
動
か
す
と
て
い
さ
す
。
ニ
・
ニ
〗
口
：
〖
臼
尺
旦

□
汀
い
[
[
[
を

て
い
る
方
は
、
匹
月
一
日
以
降

で

き

ま

せ

ん

で

て

下

さ

紘
澤
ig"
声

i
i

碑
＂
駿
料
を
納
め
て
い
る
こ
と
が
要
件
で
す

施

設

を

増

設

生

的

な

施

設

へ

と

配

慮

さ

れ

て

い

ま

す

？

痛

く

、

こ

と

に

首

を

ま

わ

す

の

が

困

離

．

．

 

率i
f
.
`

、
無
~
．

ぶゞ
ir

l

住
民
課
l
[

そ
こ
で
、
“
一
で
、
か
ら
だ
ど
と
動
か
さ
な
け
れ
ば
う
~
如
密

[
こ
の
保
険
料
を
納
期
限
主
で
に
納
め

「
大
洲
魯
喜
多
衛
生
事
務
組
合
」
で
あ
た
た
の
家
庭
で
は
、
し
尿
を
衛
生
的
し
ろ
を
向
け
た
い
と
い
っ
た
状
態
に
な

そ
ら
な
い
と
、
老
令
年
金
も
受
け
ら
れ

は

、

住

民

の

し

尿

を

処

理

す

る

大

規

模

．

に

処

理

し

て

い

さ

す

か

？

。

る

の

は

、

た

い

て

い

寝

か

が

い

を

お

こ

[

愛

媛

の

歌

i

な
い
場
合
が
あ
り
主
す
。

i

・
保
険
料
は
、
滞
納
じ
た
さ
ま
二
年
間

作
詞
岩
本
義
孝
（
公
募
入
選
)

な
処
理
場
の
起
工
式
が
一
月
十
六
日
、
~
し
尿
を
衛
生
的
に
処
理
す
る
地
域
で
：
し
た
の
で
し
よ
う
。

ポ
ー
ー
ー
ジ
ャ
ッ
経
過
す
る
~
、
時
効
陀
よ
り
納
め
る
こ

た
主
匠
、
寝
ち
が
い
を
お
こ
す
の
は
、
~
作
曲
中
田
喜
直

八
多
喜
町
の
痕
設
地
で
行
な
わ
れ
主
し
・
は
、
寄
生
虫
が
匠
と
ん
ど
検
出
さ
れ
な
・

扇
に
心
配
不
要
で
す
が
、
た
び
た
び
お
~
唄
倍
賞
壬
學
ク
ス
、

た

。

い

と

い

わ

れ

て

汝

り

さ

す

。

ど
が
で
き
な
く
た
り
主
す
。

こ
の
処
理
施
設
は
、
八
幡
浜
0

大
洲
~
申
し
込
み
陀
よ
り
、
衛
生
車
が
く
み
~
と
す
よ
う
た
ら
頸
推
に
な
ん
ら
か
の
異
[
-
、
海
が
あ
る
山
が
あ
る
．

広
域
市
町
村
圏
事
業
の
一
凜
と
し
て
、
取
り
に
来
て
く
れ
ま
す
。
．
常
か
あ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
主
す
。
~
空
陀
ひ
か
り
が
あ
ふ
れ
て
る
，

・
道
が
あ
る
川
が
あ
る
~
国
保

、

伊

予

の

こ

と

ば

が

流

え

て

る

・

八
多
喜
町
の
現
処
理
場
横
に
、
約
八
千
[
広
範
囲
忙
ゎ
た
り
‘
多
量
の
し
尿
を
●
頸
椎
推
間
板
症
ヽ
頸
肩
腕
症
候
郡
で
ぃ

ふ
と
さ
と
ふ
る
さ
と
わ
が
愛
媛

、
し
ば
し
ば
首
ナ
じ
の
筋
肉
に
異
常
~

四
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
を
造
成
し
、
五
貼
呻
的
に
収
集
ナ
る
た
め
早
め
に
役
~
は
、

総
事
業
費
三
億
八
千
九
百
二
十
六
万
六
瘍
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
．
緊
張
を
き
た
し
や
す
い
の
で
、
整
形
外
[
ゆ
た
か
な
目
然
が
あ
ふ
れ
て
る

た
ぷ
、
く
み
と
り
料
は
、
十
八
リ
ッ
●
科
医
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
[

千
円
を
か
け
、
一
日
百
三
十
八
キ
ロ
リ
~
あ
つ
い
血
潮
が
流
れ
て
る

ッ
ト
ル
、
（
現
、
新
施
設
併
用
稼
動
）
ロ
ト
ル
（
一
斗
）
あ
た
り
七
円
で
ナ
ふ
単
な
る
寝
ち
が
い
は
、
寝
相
が
悪
か
~
一
花
が
あ
る
歌
が
あ
る

•
愛
の
心
か
咲
い
て
い
る

~
っ
り
し
て
、
不
自
然
な
姿
勢
を
長
く
続
~

の
処
理
能
力
を
持
ち
、
管
内
人
口
十
万
~

~
夢
が
あ
る
あ
す
が
あ
る

、
明
る
い
希
望
が
育
っ
て
る

二
千
百
人
（
昭
和
五
十
一
年
度
誰
定
人
~
：
け
る
こ
と
が
原
因
と
思
わ
れ
さ
す

e

主
~

ロ
）
の
、
処
理
施
設
が
昭
和
四
十
九
年
~
：
く
ら
の
高
さ
を
変
え
て
み
る
の
も
一
っ
い
ふ
る
さ
と
ふ
る
さ
と
わ
が
愛
媛

の

方

法

で

し

よ

う

。

か

か

や

く

文

化

が

咲

い

て

い

る

の
予
定
で
す
。
~

、

昭

和

三

十

八

ぃ

一

般

的

に

は

低

い

古

く

ら

の

方

が

わ

か

い

力

が

育

っ

て

る

の

午
後
一
時

は
⑯
保

て
下
さ

に
行
か

れ
て
い

中
の
家

交
付
等

Q
 

下
さ
い
。



2
 

月

日

日
l
,
3
 

5日

” 
柁

’’ 

’’ 
6 日

”’ 

8日

9日

1 0日

l l日

l 2日

l 4日

l 5日

l 6 8 

l 9日

‘’ 

枝打講習会（

町内団体長会

予子林蚕総会

少年式（中学校）

成人講座（公民館）

桜苗種付（ダム周辺）

係長会

町長立候補届出串務打合会

レントゲン検診（正山

成人大学（公民鮨）

校長管謡主半面接

レントゲン検診（大谷ぃ岩谷）

．
現
わ
れ
、
そ
の
ま
わ
り
が
赤
く
な
っ
て
：
ん
。

．

し

か

し

、

一

オ

な

い

し

オ

く

ら
S

~
い
る
の
が
わ
か
る
よ
う
な
ら
お
そ
ら
く

i

こ
は
し
か
で
す
。
~
の
と
き
は
ま
だ
か
ら
だ
の
抵
抗
力
が
完

＇
は
し
か
に
な
る
と
皮
膚
陀
発
疹
が
で
：
全
と
は

S

え
な
い
の
で
避
け
た
ほ
う
が

は
し
か
は
一

s
つ
で
も
流
行
し

i

；
き
ま
す
が
、
こ
の
時
期
に
い
胃
腸
の
中
~
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま

す

が

春

か

ら

が

最

も

多

5

よ
う

に
も
同
様
な
発
疹
が
で
き
て

S
る
の
で
~
病
弱
の
と
き
、
特
に
結
核
に
か
か
っ

で
す
D

は
し
か
の
ビ
ー
ル
ス
が
体
内
に
入
る
よ
食
欲
が
な
く
な
り
下
痢
を
し
や
す
く
な

i

て
い
る
と
き
な
ど
は
、
う
つ
ら
な
い
よ

ょ
う
。

~
9

に
注
意
し
注
し

;
、
ま
す
。
｀

と
十
日
前
後
で
急
に
熱
が
出
て
不
き
げ

、
鳥
食
物
は
消
化
の
よ
い
も
の
を
与
え
、
~
は
し
か
に
か
か
っ
た
場
合
は
早
め
に

ん
に
な
り
、
頭
痛
、
食
欲
不
振
を
訴
え
~

9

有
熱
間
は
水
分
は
十
分
に
あ
た
へ
ま
し
：
医
師
の
治
療
を
受
け
予
防
の
併
発
を
防

の
ど
が
赤
く
は
れ
て
、
く
し
ゃ
み
や
咳
．

;
Sと
と
も
に
、
経
く
す
庄
せ
る
よ
う
に

．
ょ

•
O

う

な

ど

、

か

ぜ

に

似

た

症

状

が

現

わ

れ

ま

．

．

，

゜
~
＇
熱
が
と
れ
て
も
一
週
間
く
ら
い
は
戸
~
注
意
し
ま
し
ょ
う

e

す

し
か
し
、
か
ぜ
と
異
な
り
、
涙
や
目
ば
外
に
だ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
走
し
ょ
[

＂゚， 

ゃ
に
が
出
て
眼
の
充
血
が
あ
り
、
走
ぶ
~

箋
は
し
か
は
一
『
長
は
か
か
る
心
の
だ
か
~

し
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
と
合
は
、
は
．？

ら
、
そ
の
時
の
流
行
が
た
ち
の
悪
る

<
i

し
か
を
考
へ
て
み
る
必
袈
か
あ
り
走
す
．

さ
ら
匠
、
口
の
中
を
み
て
頬
の
内
側
に
}
こ
丁
も
の
で
な
く
、
子
ど
も
が
健
康
な

i

じとこ食一での

）
 

肱川町消防団出初式

広川町花木生産組合総会

肥

1 9 8 

‘” 
2 0日

2 l日

2 2 巳

公 3E 

” 
~ 4日

2 6日

2 7日

”
つ
つ
じ
の
見
頃
は
、
四
月

日
か
ら
五
月
十
日
”

肱
川
町
と
観
光
協
会
で
は
、
~

月
二
十
七
日

l
五
月
十
日
主
で
、
恒
[

例
の
”
つ
つ
じ
祭
”
と
し
て
期
間
中
[

匹
、
子
供
の
ど
自
慢
、
川
柳
大
会
、

i

植

木

市

、

弁

当

市

な

ど

の

を

計

[

画

し

て

い

。

’‘ 
I、

2 8日

9ノ

不燃物集収

不燃物巣収

妊婦健康柏駁（公

農地調停の打合せ

（中野小）

病態栄養コンサルタント

は

か
に
ご
用
心

十

肱
川
町
は
花
の
さ
ち
で
す
。

と
り
わ
け
、
桜
と
つ
つ
じ
は
四
国

有
数
の
名
所
と
な
っ
て
い
主
す
。

ダ
ム
を
中
心
と
し
た
桜
は
、
特

に
見
ご
と
な
も
の
で
、
ジ
ー
ズ
ン

に
は
内
体
の
客
が
、
多
く
観
賞
に

訪
ず
れ
注
す
。

”
桜
の
見
頃
は
、
三
月
二
十
七
日

か
ら
三
十
一
日
”

つ
つ
じ
は
、
ご
存
知
の
丸
山
公

園
、
鹿
野
川
園
地
に
、
乎
戸
、
き

り
し
ま
、
く
る
め
、
さ
つ
き
、

と
り
ど
り
の
つ
つ
じ
が
研

゜

い

昭和 4 8
 

年
4 月分学 給 予 献

肱川町立学校給食センクー

日

曜＿

10

日

l l 

日

鯨肉立田揚け

フルーツ

サラダ

12 

日

13 

日

16 

7
 

日一ー

パン・牛乳

で

献立名

きつねうどん

ムーンバイ

CLOココア

日＿

18

カレーシチュー

の食：品

でんぷんしほう

く力となる

ムーンバィ

うどん

油

油

マヨネーズ

じゃがいぶ

じゃがいも

言二□カロニ

焼きそば

はちみつ 油

赤の食品

たんば く 質

血肉骨侭なる

油あげ

かまぼこ

てんぷら

鯨肉立圧揚げ

ノヽム

粉チーズ

鶏肉

卵

油あげ

肉

粉チーズ

豚肉

ちくわ

粉

粉
麦

玉
小

白
＾
の

が

も
ん

だ
ぜ

く

ぎ 9

C・`ま

油

脱脂粉乳

みとりの食品

かいふんピク：：：‘ン

体の調子をよぐする

キャベッ

ね音

キャベッ

みかん

バイン

人参

キャベッ

グリンピース

人参

たまねぎ

人参ねぎ

たまねぎ

キャペッ

くだもの

19 

日

20 

日

23 

日

24 

日

25 

日

26 

7
 

2
 

日一

日

厚あげの

CL Cココア

炒き込みわ屈ぅ

卵ロール

たくわん

もち

ぁべ川

みそ汁

いそ煮

ヤクルト

ホワイト

シチュー

中）棒チーズ

フレッジュ

オムレッ

マカロニサラク`

好き焼き

CLOココア

ャムバン

マロ

油

米

恋ち

さつまいも

じゃがい査

さつまい惑

マロニー

マカロニ

油

じゃかいも

こんにゃく

幾ひき肉

厚あげ

ちくわ

卵ロール

きな粉

豆腐

油あげ

油あげ

かまぼこ

みそ

牛肉

粉チーズ

人参

キャペッ

グリンピース

わかの

グリンピース

たくわん

キャペッ

わかめ

ねぎ

ひじき

人参

グリンピース

人参ねぎ

たまねぎ

らくわの照煮

こま和え

日

ちくわ

かまぼこ

卵

人参

キャペッ

30 

日

ミートソース

l 
バナナー本

2 

スィートコ

オムレッ 仄
みかん

キャペッ

たまねぎ

キャベッ

スモークミート

粉チーズ

牛肉

厚あげ

ン

マロニ——

スペゲッテ9イ

油

鴎ひき肉

粉チーズ

人参パナナ

キャベッ

たまねぎ

鉗： 材料の都合で献立を一部変更する場合があります。



桑
の
芽
も
日
ど

9

よ
い
よ
今
年
の
養

り
ノ
，
螂
こ
〇

の
文
タ
ー
ト
陀
あ
た
っ

11111 

計

画

的

忙

行

い

で

品

質

の

良

i

ぃ

ボ

の

を

如

拘

産

す

る

か

と

．

言

う

こ

と

で

勝

負

が

決

る

と

れ

注

す
。

菜

づ
く
り り

カ
ブ
な
ど

地
の
ネ

ぷ4名さ．三ク

来

る

一

昭
和
四
十
七
年
度
の

い
た
し
ま
す
の
で
一

馴
訓
ム
「
年
の

知
ら
せ

に

生

切

り

下

げ

る

こ

と

が

目

下

．

変

II

で
少
な
く
、
寒
地
で
は
什
専
ー
ひ
た
や
子
豚
の
が
盛
ん
に
た
る
の
，
万
円
花
の
阿
る
事
業
計
画
を
決
定
、
役

た
新
し
い
執
行

の
急
務
で
あ
る
と
考
え
全
す

0
'
.
,
.
,
q
:
.
は

か

ど

り

そ

う

。

二

で

病

栖

病

の

浸

入

忙

注

意

。

ま

た

碧

舎

；

貝

改

憑

の

結

果

肯

任

し

参
考
迄
忙
昨
年
四
十
七
年
の
生
産
消
．
た
だ
、
ハ
ウ
ス
水
の
の
半
促
ト
マ
ト
、
」
豚
舎
は
、
日
中
は
思
い
切
っ
て
開
放
し
二
体
佃
は
次
の
通

b
で
あ
る
。

理
事
薦

]
組
合
長
理
事
香
川
亀
久
次
郎

費
量
は
五

0
万
三
千
俵
で
あ
り
ま
す
が
・
キ
ュ
ウ
リ
た
ど
が
収
穆
最
盛
期
忙
入
る

□た
い
。

佐

ル
チ
、
定
梢
，
牛
は
、
日
光
浴
、
プ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
ぃ
川
守
仲
山
田
荊
敢
沖
浦
安
高

国
内
生
産
生
糸
は
一
＝
二
万
俵
で
あ
り
不

i

し
、
ト
ン
ネ
ル
や
ボ
リ
マ

；

ハ

保

邦

澄

中

野

一

兼

高

誠

生

今

そ
れ
だ
削
て
い
（
蹄
）
を
0

足
分
約
十
八
万
俵
三
割
余
り
を
外
固
よ

i

と
、
作
業
は
メ
ジ
ロ
押
し
だ
。

北

本

登

大

野

和

二

宮

登

り
輪
入
し
て
お
ぎ
な
っ
て
い
芍
す
。
こ
け
匠
、
什
牢
の
段
取
り
を
う
ま
く
つ
け
・
飼
料
値
上
げ
の
影
響
を
少
こ
し
で
も
；
岡
安
盛

か
っ
て
の
日
本
の
生
糸
は
齢
出
の
花
．
て
、
酎
画
的
に
処
鯉
し
た
い
。
一
年
中

9

賠
滅
す
る
た
め
、
自
家
生
産
を
い
ろ
い
＂
東
繁
太
郎

沖

野

常

一

中

形
と
し
て
外
貨
穫
得
忙
効
を
な
し
て
い
で
、
最
ホ
忙
し
い
時
期
だ
か
ら
、
余
裕
ろ
工
夫
し
て
み
た
い
0

早
ま
き
イ
タ
リ
、
監
串
畦
田
和
弘

た
の
は
皆
様
御
承
知
の
通
り
で
あ
b

古
~
を
持
っ
て
作
業
す
る
こ
と
だ
。
ァ
ン
は

l二
月
下
旬
忙
二
回
目
を
刈
り
始
ぃ
塚
芳
則

尚
本
年
は
森
林
組
合
改
組
二
十
周
年
忙

で

は

、

一

般

的

忙

面

穆

が

」

る

。

す

が

、

現

在

は

逆

忙

中

庶

、

斡

国

生

糸

[

秤

ま

ぎ

は

ヽ

ネ

ギ

ヽ

小

之

ズ

ニ

ン

め

る

O

星
る
の
で
こ
れ
を
配
念
し
て
総
会
の
席

自
然
条
件
に
対
す
る
適
応
性
を
洸
げ
~
の
幹
入
で
需
用
を
注
か
た
っ
て
い
る
状
[
•
ジ
ン
ゴ
ボ
ウ
、
キ
ャ
（
ツ
、
ナ
ス
、
·

限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
思
い
つ
達
の
培

i

，

．

上

肱

川

林

業

の

空

屑

に

貢

献

さ

れ

た

功

ノ

耽

川

町

花

木

生

産

で
は
、
播
種
期
を
忘
れ
た
り
土
地
ナ
王
凸
る
と
次
の
と
う
り
で
あ
る
0

]

態
で
す
0

;
六
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ス
イ
カ
、
ミ
ッ

．

と

し

て

次

の

方

々

に

組

合
t

り

度
に
利
用
出
来
な
い
難
点
が
あ
る
の
で
酔
性
土
壌
に
親
い
も
の
。
。
。
。
殴
ぅ
，
以
上
の
様
た
状
況
で
牛
糸
相
揉
は
今
~
ィ
ン
ゲ
ン
た
ど
が
適
抑
0

秤
ま
登
時
の
[

が
贈
ら
れ
た
。

誓
を
立
て
て
取
り
賛
ん
で
欲
し
い
ぷ
れ
ん
草
。
レ
ク
ス
（
ち
し
ゃ
）
わ
窟
。
年
り
入
っ
て
非
常
ピ
暴
勝
し
一

K

一

万

注

9
は

、

で

ぎ

る

だ

け

地

濡

を

上

げ

て

組

合

総

会

開

催

堀
川
広
衛

，
え
ん
ど
う
。
い
ん
げ
ん
＂
五
千
円
忙
迄
値
上
り
し
ォ
し
た
。
こ
れ
•
お
く
こ
と
。
マ
ル
チ
す
る
の
水
い
い
し
、

i

の

で

あ

る

。

．

主
ず
食
生
括
の
而
か
ら
は
、
緑
黄
野
嶋
逓
作
し
て
水
よ
い
本
の
。
。
。
南
瓜
。
は
齊
代
に
換
算
し
ま
す
と
一

k

当
り
ニ
ー
く
ん
炭
た
ど
を
ま
い
て
ね
く
の
ホ
―
つ
肱
川
町
花
木
生
産
組
合

9
•

岡
安
盛
）
で
は
十
一

菜
や
生
食
野
菜
を
多
く
取
り
入
れ
る
よ
[
た
古
ね
宦
o

大
根
o

人

参

]

千

以

上

の

藪

価

陀

た

り

速

す

o

囀

の

手

だ

o

ぅ
忙
し
た
い
0

総
黄
野
菜
は
ピ
ー
マ
ン
＊
速
作
を
ぎ
ち
う
水
の
。
。
。
ト
マ
ト
0

"

い

ず

れ

忙

し

ろ

生

糸

が

不

足

し

て

い

ま

た

、

忙

於

て

南
瓜
。
人
参
。
青
菜
た
ど
を
0

生
食
野
．
た
す
。
西
瓜
。
メ
ロ
ン
~
注
す
の
で
今
年
の
蒔
価
は
非
常
忙
高
値

菜
は
ト
マ
ト
。
ぎ
ゅ
う
り
。
い
ち
ご
°
[
日
陰
で
で
巻
る
水
の
。
。
。
ふ
巻
。
み
口
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
追
肥
等
を

レ

タ

ス

。

パ

セ

リ

た

ど

訳

耳

桑

管

単

で

．

つ

ば

。

し

ょ

う

が

。

み

ょ

う

か

柿

用

し

繭

痒

お

励

い

と

栄
審
水
豊
窟
な
水
の
を
酎
画
の
中
心
と
こ
湿
地
忙
よ
く
で
き
る
水
の
。
。
。
れ
ん
考
え
ま
す
。

し
た
が
ら
、
作
り
や
す
い
ふ
ぎ
。
枕
ち
~
こ
ん
。
＜
わ
い
~
す
で
忙

み
つ
げ
。
青
じ
そ
。
ち
っ
ぎ
ょ
。
清
菜

i

こ
う
し
た
野
菜
の
特
性
を
よ
く
知
っ
[
て
ぃ
吉

類
を
補
足
的
に
栽
堪
し
、
い
つ
で
ポ
五
丁
た
上
で
、
各
々
の
時
期
に
適
し
た

賃
以
上
の
野
菜
が
食
卓
を
忙
ぎ
わ
す
＂
を
置
び
失
敗
す
る
こ
と
の
な
い
よ

よ
う
忙
作
付
体
系
を
考
え
る
と
良
い
。
：
土
地
を
む
だ
た
＜
莉
用
し
て
欲
し

土
地
は
広
い
方
が
よ
い
が
、
野
菜
の
二
3

で
あ
る
。

必
要
量
か
ら
酎
算
す
る
と
、
万
人
家
族
[

で

は

約

ニ

ア

ー

ル

の

と

た

i

士
t

ん
を

込
を

が
逹

ー
ト

を
祈
り
ま
す
。

51
ぎ

け、を
研

し

は

十

分

か

ん

か

ん

水

し

上

げ

二

は

し

ら

た

い

巴
国
は
i

よ

う

忙

す

る

と

と

。

竺
甘
椰
~

研
酎
飼
料
の
急
変
避
け

・
ホ
緑
化
樹
生
産
忙
は
カ

“. 

葎
員
を
長
期
忙
亘
り
宝

[

W

日
光
浴
を

フ

し
て

‘
i

蓄
産
し
生
症
底
律
し
そ
の
指
~
る
ホ
林
組
合
職
員
と

の

気

福

の

上

昇

で

家

蓄

は

全

体

忙

活

力

た

る

の

の

花

木

生

窟

は

・

高

の

賞

と

さ

れ

て

い

る

。

：
か
出
て
く
る
0

し

か

し

、

長

い

冬

を

耐

各

方

面

よ

り

注

め

て

い

る

。

i

え
て
ぎ
た
だ
け
忙
、
古
た
本
卿
で

．

．

 

＿
合
古

；
久
い
0

見
方
忙
よ
っ
て
は
、
牛
的

i

:

変

化

が

芳

し

い

の

だ

が

ら

、

与

休

業

日

の

i

り
す
い
時
で
も
あ
る
。
苺
~

苔

i

努
め
た
い
。
~

の

は

、

科

の

際

0

し

々

終
了

ll
町
森
林
組
合

林
組
合

ムぃ紅

眈
川
町

れ
か
ら
の
家 → 

予
子



眈川士場 材相場

長 サ
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3
 

日県森迪璽より

ぅ
畠

昇

2
 

昭和年月

すぎひのきま

7cm下 1251125
811.J::11051105 

m I 11n f1 8 2 1 4 8 
16 11 11 I 8 2 I 1 4 0 
30 11 11 I 1 0 9 I 1 8 7 
7 cm下 1091109
8 上 61 7 0 

m 1 13 -;; I 9 3 I 2 0 7 

16 " ! 9 3 I 1 9 9 
7cm下 51 5 1 
8 上 26 I 3 

m I 16 n I 4 0 I 5 1 
30 111 511 62 

l m 1 3cm1  6 2 0 
6 切 13cm.J::I 1 2 o I 2 2 7 
6m上足 1 m忙つき 89⑮ “~i22OO-

備 本表は肱）II町内の自動車土場の価格です。-3 
月に入り製材品の勤きがとまったせいか原木
心当用買とたり買気たく全般に値下りをする

0

6

 

7

8

 

6

3

 

3

4

 

り． 円 しし

昭床『48年3月7日県森迎市より

高値 3、53 0円前回より

中値＾ 2, 6 8 7円 ”

安値 1.1 0 0円

品別概況は次の通りです

香信上 3.0 0 0円

fl 並 2,6 0 0円

大葉上 2.7 0 0円

II 並 L9 0 0円

厚肉 II 3. 1 Q 0円

どんと上 3置 10 0円

fi 並 2,6 0 O円

II IJ、2,200円

ジャミ物 1. 2 0 0円

次回市予定は 3月 17日

kq当り円

考

1.  

160噂

1..000円窟

取 7k

薬
予
約

と
め
匠
つ
い
て

~
汗

＂指

交一
~
ヵ
心（
 

~
一
量沖

．
メ

所

〗
機

二農
；
各
個／

 

~
プ
ロ
バ
ン
御
荊
用
の
方
々
忙
は
常
々
~

；
厄
険
物
と
し
て
の
御
注
意
を
い
た
だ
い
~
滑

]
て
居
り
ォ
す
か
先
般
肱
川
地
区
広
忙
お
〗
準
洞

•
い
て
不
幸
忙
し
て
事
故
が
起
り
ま
し
た
●
墓

冨

協

と

し

て

剤

消

費

者

の

御

希

望

水

あ

麟

秤

一交
・
ル

；
ッ
ガ
ス
の
切
れ
た
い
様
た
配
送
計
画
を
＂

：
た
て
て
居
り
さ
し
た
が
今
回
の
事
故
か
：
ー

油

ら
反
省
し
て
亡
叉
の
連
結
堡
を
取
り
付
；
オ

□
け
て
再
び
事
故
の
起
き
た
い
様
特
柁
注
~

[

意

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

―

こ
江
々
配
送
の
折
り
順
次
御
家
庭
を
ま
わ

i

；
連
結
器
の
取
り
付
け
忙
つ
い
て
御
相
[

~
談
申
し
上
げ
ま
す
の
で
特
に
御
協
力
下
[

i

さ
い
ま
す
様
御
廊
い
を
申
上
げ
ま
す
。

i

プ

取
扱
い
冗
つ
い
て

°、
ロ
ノ

ン
ガ
ス
の お

や
ぶ

機 秤

用 ト ラ クタ

(2 OPS) 

エンジンオイル

動力耕うん機
ギャーオイル

テ イ ラフ

エンジンオイル

ギャーオイル

エンジンオイ Jレ

ラン

速

輪恩

ラン

速装置

ん ケース

ランクケース

ギャーオイル

，
 ．

 

，
 

，
 

事

~
四
月

．
 
~
四
月

[
匹
月
二
十

1 8 

4 5 

-
8
 

0

0

 
3 5 

日

谷

月
軒
尻

宇
和
川

.2 

由
。i
 
配

回

』

手

を

尽

く

し

て

い

注

が

、

な

地

＂

尚

本

年

の

水

稲

指

針

は

部

落

し

で

す

が

約

八

O
;

区
の
方
に
は
迷
惑
水
掛
け
-
る
こ
と
長
さ
ん
忙
送
り
ま
す
か
ら
内
容
を
充
分
．

0
円
余
り
た
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
~

、
も
充
分
解
っ
て
い
さ
す
0

し
か
し
た
が
＂
検
討
さ
れ
て
必
要
量
の
申
込
を
四
月
二
洋
費
者
の
方
々
に
買
っ
て
い
た
だ
く
事
い

：
ら
農
薬
公
害
の
防
止
の
面
か
ら
水
是
非
~
十
日
吉
で
忙
お
願
い
致
し
主
＂
忙
な
り
古
す

0
.

す
0

乳
剤
は
ぃ
~
尚
昭
和
五
十
年
ま
で
忙
メ
ー
ク
ー
制
の
~

~
鷹
力
を
お
願
い
致
し
吉

昨

年

か

ら

水

稲

農

薬

は

予

約

申

込

書

危

険

度

永

高

く

普

通

集

配

便

で

送

り

兼

四

日

パ

隼

二

配

予

実

施

が

義

務

づ

け

ら

れ

て

お

り

注

す

が

朽
よ
っ
て
配
給
日
を
き
め
配
達
を
し
ま
丁
ね
ま
す
の
で
事
業
所
主
で
出
て
お
買
求

4

こ
の
メ
ー
ク
ー
器
は
農
協
で
年
を
し

尻

が

本

年

水

予

約

の

時

期

が

来

主

し

：

め

項

く

様

忙

特

に

お

騨

い

申

し

上

げ

ま

令

貸

与

す

る

こ

と

忙

な

り

注

す

。

た
の
で
実
施
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
丁
す
0

毒
劇
物
の
売
買
に
け
買
受
書
が
必

i

四

月

三

日

累

知

の

様

に

撰

薬

に

よ

る

事

故

は

生

要

で

あ

り

ま

す

必

ず

印

鑑

を

御

持

参

印

四

月

五

日

[

四

月

十

日

し
て
お
り
私
供
取
扱
者
水
色
々
[
き
た
い
o

十
二
日

~
四
月

[

四

月

十

四

日

」

四

月

十

七

日

」

四

月

十

九

日

~
四
月
二
十
四
日

~
四
月
二
日

戸
幽
月
二

”
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円

円

円

円

円

円

円

円

円

す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で

0

0

0

0

5

0

0

0

0

日

4

0

0

3

5

5

1

6

7

7

 

3

3

3

2

3

3

3

2

1

2

 
月

~

3

 

日

谷

口

木火 火土 火木火

谷宇月大
和野

谷川口川尻谷川
北南お

やや

ぶぶ

大

5 0時間傍

1 0時間後

日

長 ”9 霊”.,.......・・・・事急，．．．．｀．．．．......、•...●ー・”^｀ `...・，．．....心•”“•拿＊ 9 鳥•.．．，．．，． 9 ゑ.........・...................令、．．，．み．．．，．．，....・｀．．．．．．．→●．．．．．．......... .......... • 
， 洗った米をイカの腹忙つめて，口は竹串でとめ
：る。
⑬)イカの片側VT.5カ所殴ど包丁を入れ，ご飯忙味

• がしみるよう忙する。
g)ガステープ］レ柁鍋をのせ，鍋忙みりん。しょう
・ ゅ。砂糖を入れて涅ぜあわせる。
：釘沸騰したちイカ（膠杭米がつめてある）を入れ
： 強火でサッーと，つやよく煮あげる。

め料 のいろ い

く作り方＞
①お米の水加滅は一般と同じ尻すること。
②水と一群択お恒iを入れること。

＠ど飯は炊飯器柁て炊登泊ず，ムラシの前にサク
ラの花を入れ，ムラシが終ったら摺ぜ合をする。

④ど飯をサクラの那忙はめる（他の那で桑よい）
⑤器忙サクラの葉をしき，その上忙ご飯を盛る。

ク

、

、

、

ア

イ

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 。4

サクラの花の塩漬け。〇魯 20 
サクラの葉の塩漬け。。。 4 
米 e e o o o o o o o 。 4カップ

(80000) 
0 0 0 0 00  0 o o o o o大さじ2

給

油

所

0 0 魯曹鬱 o o o.。4人分

イカ 0 0 0 0 0 。4はい（緯）
米 o o o o o 。。 2カッフ (40000)
みりん。 0 0 0 0 ° 1 /2カップ (10000)
しょうゆ。。。。。 1/2カップ (100cc)
砂糖 o o o o o 。大さじ一杯

く作り方＞
①米け炊く 1~2時間ぐらい前に洗っておく。水加減は

少くいくぶん固め忙する。
②イカの足と膠をとり，キレイ忙洗って水けをふ登と．り

い

い注

しい

こそ

代の

同のカ 示そう

御
莉
用
下
さ
い

組
合
オ
イ
ル
の
予
約
推
進
中
で
す
。

車

と

欅

機

冗
オ
イ
Jレ

、ま，新しい時代を迎えていますo

が必要たとぎです。

9兆円。これは 7O 0万人の組合員の

協同の力，

資金を嬰業の体質強化忙役立て，実り

された大ぎた

登ずき注しょう。

くらし忙力を

この豊かな

ヽ明日を


